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研究成果の概要（和文）：　近代における伝統的自然美学は、人間と自然とを対立的にとらえ、自然を人間と対
峙するものととらえる傾向が強いが、現代の環境美学においては、自然を人間の生活空間としてとらえる視点が
その基礎として要請されている。自然を支配し利用することをその主要目的とする近代文明の基本的なあり方を
超えて、自然と人間とが調和して生きていくことを可能とする未来的な文明の確立のためには、エコロジー的観
点からの自然美学の確立が必要である。現代における自然美学をめぐる問題の哲学的基礎付けのためには、その
様な意味でも、東洋的自然観と西洋的自然観の新たな総合の上にその展望を切り開いていくことが必要であると
の認識に至った。

研究成果の概要（英文）： Traditional natural aesthetics in modern times tend to treat humans and 
nature in a contradictory way and regard nature as confronting human beings, but in modern 
environmental aesthetics, the perspective of seeing nature as human life space is requested as a 
basis. To establish a futuristic civilization that enables nature and human beings to live in 
harmony, beyond the basic way of modern civilization whose main purpose is to control and utilize 
nature, it is necessary to establish natural aesthetics from an ecological point of view. In order 
to establish the philosophical foundation of problems concerning natural aesthetics in the present 
age, it is necessary in such sense as well to open up the prospects on the new synthesis of the 
oriental nature view and the western nature view. It came to be recognized.

研究分野： 美学・芸術学

キーワード： 自然美学　環境美学　エコロジー的自然美学　G..ベーメ　M.ゼール　W.ヘンクマン　和辻哲郎　環境倫
理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　現代ドイツにおける自然美学研究を基に、ドイツ人研究者と日本人研究者との共同研究により、従来の日本に
おける環境美学研究の枠組みを超える新たな環境美学研究の可能性を探求することができた。特にG.ベーメ氏
(ダルムシュタット工科大学)との直接の研究交流により、エコロジー的自然美学についての本格的な研究基盤を
獲得することができたことは、日本における今後の環境美学・自然美学研究にとって大いに資するものであると
言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 2011 年の東日本大震災を契機に日本では自然環境についての哲学的な考察への要請が強く
意識されるようになった。本研究課題の研究代表者である平山もまた専攻する美学研究の立場
から環境美学・自然美学についての現代における本格的な研究の必要性を自覚するようになり、
従来の哲学的・伝統的な美学研究を踏まえつつもさらに現代美学の新たな潮流との接続におい
て自然環境問題についての美学的考察を試みるに至った。これまでに 2度にわたる科研費によ
る研究補助により、「環境美学における自然美の哲学的基礎付け」(2009-2011)ならびに「環境
美学における哲学的自然美論の現代的射程」(2013-2016 )という課題研究を実施してきたが、
本研究課題は、これらを踏まえつつさらに自然環境問題についての美学的考察を深化させるべ
く計画されたものである。 
 
２．研究の目的 
 現代ドイツにおける自然美学研究を基に、ドイツ人研究者と日本人研究者との共同研究によ
り、従来の日本における環境美学研究の枠組みを超える新たな環境美学研究の可能性を探求す
ることが本研究の目的であった。具体的には第一に現代ドイツ哲学における自然美学・環境美
学の研究をさらに推し進めること、第二に従来の伝統的哲学的美学における自然美学と現代哲
学における自然美学との比較考察を踏まえつつ現代的な自然美学の特質を明らかにすること、
第三に環境美学と環境倫理学とを接合する総合的視野を開拓すること、第四に日本とドイツに
おける自然観の共通点と相違点を明らかにすること、第五に現代ドイツにおける環境問題への
具体的取り組みについて調査研究することなどが研究目的として設定された。 
 
３．研究の方法 
 本研究の研究代表者である平山は日本における環境美学・自然美学研究を推進するためにこ
れまでの研究の過程において東京工芸大学を拠点に「新規環境美学研究会」を組織してきたが、
本課題研究を遂行するにあたり、今回もまたこの研究会を母体として研究を進めることが計画
された。具体的にはこの研究会のメンバーを中心に研究分担者・研究協力者を組織し、定期的
な合同研究会ならびに研究発表会を開催するとともに、これまでの研究実施において培われた
海外研究協力者との研究協力体制を踏まえつつ、本課題研究の遂行が計画された。この研究会
は、美学研究者・倫理学研究者・現代哲学研究者・現代芸術研究者等から構成されており、本
課題研究にかかわるそれぞれの立場からの研究発表ならびにそれぞれの自由な意見交換の場が
確保されることにより、従来の環境美学・自然美学研究を超えた研究視座が開拓されることが
計画された。海外研究協力者とはメール等を介した研究協力ばかりでなく、相互に直接の交流
の機会を確保するとともに、本研究課題にかかわるテーマのもとに、公開形式による国際シン
ポジウムの開催が計画された。 
 
４．研究成果 
 本研究課題遂行のために研究代表者・研究分担者・連携研究者・研究協力者をその主要なメ
ンバーとする「新規環境美学研究会」を組織し、3 年間の研究期間において毎年定期的な研究
発表会を開催し、それらの研究発表会において合計 21 の研究発表およびそれらをめぐる意見交
換が実施された。それらのうち特に平成 29 年(2017 年)11 月の研究会においては、現代ドイツ
における自然美学ならびに環境美学の代表的研究者であるゲルノート・ベーメ氏（ダルムシュ
タット工科大学）をドイツより招聘し、公開形式による「エコロジー美学をめぐる国際ワーク
ショップ」を東京工芸大学ならびに立命館大学にて計 3日間にわたり開催した。研究代表者で
ある平山は、平成 29年(2017 年)2 月にはドイツの美学辞典の「自然美学」項目の執筆者である
W.ヘンクマン氏（ミュンヘン大学）を訪問し「エコロジー美学」というテーマで 2時間にわた
りコロキウムを実施するとともに、ドイツにおける自然循環型環境都市として有名なフライブ
ルク市ヴォーバン地区の実地視察調査を実施しその結果を合同研究会にて発表した。さらに平
成 30 年(2018 年)8 月にはベーメ氏をダルムシュタットに訪問し、同氏の最新の論文「環境美学」
をめぐり約 3時間にわたるコロキウムを実施し、新現象学に基礎づけられた同氏の「雰囲気の
美学」についての新たな研究の端緒を開くことができた。これらの研究成果は日本において
2019 年刊行予定の「美学の事典」(丸善出版)における平山の担当項目「雰囲気の美学―新現象
学の挑戦」の執筆に活かされた。芸術家をも含めた国内および国外の研究協力者との積極的な
研究交流により、環境美学研究における自然美論の拡張された研究基盤を獲得することができ
た。 
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